
（担 当 課）

（担 当 者）

（連 絡 先）

テ ー マ：

①<手段別意見応募件数>（意見件数を記入してください。応募者数は（ ）書きしてください。）

(記入例：１人が提出したものに３つの意見が記載されていた場合 ３（１）と記してください。)

郵便 ファックス 電子メール
県民室・
県民局へ

その他の
方法

計

（ ） （ ） 17（ 5 ） （ ） （ ） 17（ 5 ）

②＜応募意見の政策案等への反映状況＞

対応状況 件数

計 17

とりネット
（実施担当課）

報道機関への
資料提供

県議会への報告
県民室等での

縦覧等
広報誌等への

掲 載
その他

○ ○

そ の 他

（例：施策の体系
外の意見等）

4

○日本林業再生に向けて精力的に活動している「日本プロジェクト産業協議会
（JAPIC）」が本年７月に大分県で「次世代林業九州サミット」を開催したが、同
様の取組みを鳥取県で開催できるよう、県として働きかけてほしい。

※上記分類が困難な場合は、担当課整理による分類でもかまいません。

※その他の例：審議会報告等

他の公表方法として該当するものに○を付してください。

③＜意見募集結果概要書を、1部添付してください。＞

反映せず 6

0

○具体的な行動に結びつけるため、別途「アクションプログラム」を策定し、適宜
進行状況を評価しながら進めるシステムが必要。

○高次加工工場等への原木の直送について、原木市場の相場への影響を懸念する。

今後の検討課題

→とりネットのパブコメページ・
県庁ロビー掲示板で公表します。

パブリックコメント実施結果報告書
平成２２年１１月２５日

主 な 意 見

農林水産部森林・林業総室

大野

０８５７－２６－７２９９

※その他方法の例：意見交換会、電話、イベント等

「鳥取県 森林・林業・木材産業再生プラン（案）」について

○プロジェクトの位置付けが曖昧であり、特に「② とっとり県産材流通改革・利
用拡大プロジェクト」は具体性に欠ける。

既に盛り込み済み 4

○森林所有者は植林した自分の山を適切に管理する義務があり、それができないの
なら、森林を元に戻す義務があるはず。

反映した
(一部のみ反映した
ものを含む)
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